
 

  

 

 

         ２月の保健目標：感染症を予防しよう 

２月ももう半ば，どのように過ごしていますか。コロナ禍ほんと外出することがなくなり

ました。おうち時間には読書の時間も増えました。そんな中，このような言葉を見つけまし

た。 

あなたは今，誰かを愛していますか。あなたに                  

は敬う人がいますか。愛する人敬う人がいるこ 

とはとても幸せなことですね。 

 学校は，さまざまな職種の人がいて成り立っています。コロナ禍，本校でも感染症対策と

していろいろな対策がされています。みんなが毎日している健康観察，手洗い，マスクの装

着，アルコールによる手指消毒などもそうですね。一方，環境面からみてみると，立位体温

計，教室の二酸化濃度測定器，職員室のアクリル板など，予算を工面しながら，みんなとそ

の大切な人を想って感染症対策にご尽力してくださる方がおられます。 

少し難しいことを書きましたが，みんなのことが大切でみんなのことを愛されていると

いうことではないかなと思います。京都市長さんからのメッセージにも，「京都市民の皆さ

まには，ご自身はもとより，家族や大切な人を守るため，市民一人ひとりが無症状でも感染

している可能性を認識し，他の人に感染させない慎重な行動を取っていただくよう強くお

願いします。」とあります。（令和２年４月より）現在も感染症対策は必要です。ご協力お願

いします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

        学級閉鎖もあり，保健室への来室は少なく頭痛やしんどいと訴え早退す 

る生徒がいました。             

すこやか ２月号 
 

 令和３年２月１７日 

 京都市立大原野中学校 

 保 健 だ よ り  

人を愛する者をいつも人は愛し   

人を敬う者をいつも人は敬う 

孟子（中国の儒学者） 

1 月の保健室 

 

裏もあります→ 



毎年，学校では学校保健委員会といって，学校医さん，学校の職員，PTAの代表者の方

と大原野中学校の生徒が，安心して安全に学校生活が送られるよう保健面での会議が行わ

れます。今年度は，新型コロナ感染症拡大防止のため書面での開催になりました。その中の

一部を保健だよりに掲載します。 

 

 

 定期健康診断の結果を京都市（令和２年度京都市児童・生徒健康診断集計表より）と比較

しました。 
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２位

３位

外科系来室理由

打撲

切り傷

擦り傷

１位

２位

２位

内科系来室理由

頭痛

腹痛

しんどい

黒板の文字やテレビに映し

出される映像が見にくくない

ですか。視力と学力は関係が

あるといわれています。症状

がある人や視力検査の結果で

気になる人は，早めに専門医

療機関を受診し，医師からの

適切な指示を受けられること

をお勧めします。 

 

定期健康診断の結果と受診率 

＊保健室来室時，みんなが記入

している来室カードを集計して

います。けがも不調もカードに

記入することでその原因を振り

返ることができたのではないで

しょうか。 

う歯とは，虫歯のことです。コロナ禍，医療機関を受診することにためらうことも

正直あるかもしれませんね。まだ受診できていない人は，虫歯は放置しておいて治る

ものではないので，症状がひどくならないことを祈るばかりです。そして正しい歯磨

きをして虫歯を予防しましょう。 

 


